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概要

目的
SDGs推進本部円卓会議環境分科会 開催報告

環境省が２０１６年度より開催してきた「SDGsステークホルダーズ・ミーティング」や今年度から開始した「環境×SDGs一体推進パイロット・プログラム」などの動きと連携・連動しつつ、SDGsの環境に対するステークホルダーが連携した取組を強化させることを目指し、環境分科会を設置。

○2020年11月9日に対面＋オンラインのハイブリッド形式で開催。○初のステークホルダーズミーティング地方会合に合わせ、SDGs推進本部円卓会議の環境分科会と一体的に開催。一部関係者は小田原市いこいの森多目的ホール「きつつき」より参加。ウェブ視聴者も含め、150名以上が参加。○会合に先立ち、現地参加者が、メガソーラー、フォレストアドベンチャー、地域マイクログリッド構築エリア、ワーケーションの現地視察を実施。



ディスカッション

概要
SDGs推進本部円卓会議環境分科会 開催報告

○SDGsに関する最新動向として、環境省、外務省、内閣府、関東地方環境事務所、神奈川県、小田原市や湘南電力㈱、㈱REXEVによるSDGs達成に向けた地域の取組等について先行事例を紹介、各界の有識者を交えて意見交換。

○環境政策から見たSDGsのシナジー強化ということで、環境対策事業の社会的ゴールへのインパクトを定量的に明らかにしていくことが重要。○行政には⾧い目で見て政策を進めていただきたい。また、自治体も民間とスピード感を合わせて取り組むことが必要。○SDGsの概念が地域に根付き始めたと実感できた。先進事例を様々な地域に広く展開していきたい。引き続き、地域の皆様と協働しながらSDGsを推進していきたい。 小田原市現地視察（ワーケーション）の様子

会合の様子

今年度第2回は2021年１月14日に那須塩原市で開催予定


